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Ø 2025-26年シーズンは 3月から投与を行う。 
² ベイフォータスは RSウイルス流行シーズン中 1回投与、シナジスの投与回数は 7 
回まで。 

 
Ø ベイフォータスとシナジスの両剤が使用可能である。 
ただし、シナジスだけが有する適応（新規適応 5疾患、早産児の 2ndシーズン、CLD・
CHD・免疫不全・ダウン症児の 3rdシーズン）についてはシナジスの投与を行う。 

 
確認事項 
Ø シナジスの投与を開始した症例においてベイフォータスへの同一シーズン中での途中切り替えは推奨されない。 
Ø 2024-25年シーズンにシナジスを投与した症例において、2025-26年シーズンにベイフォータスの適応がある対

象児にはベイフォータスの投与は可能である。 
Ø 2024-25年シーズンにおいて、2024年 11月〜2025年 1月までは非流行期としてベイフォータス及びシナジス

の新規導入は行わない。シナジスが 10 月以前に開始されている症例においては７回までは継続投与可能とす
る。（ただし、2025年 2月の投与は行わない） 

Ø 2024年 11月〜2025年 1月の非流行期に退院する児については、新規導入を行わないが、ハイリスク児やシナ
ジス新規適応 5 疾患の児は、症状詳記の記載を行う事でシナジスの投与は可能とする。（ただし、この場合も
2月の投与は行わない） 

Ø Seasonカウントの考え方について 
非流行期（2024年 11月〜2025年 1月）にシナジスを新規投与したハイリスク児においては「シーズン 0」と
して考え、3月からの流行期開始時にその児は 1stシーズンとしてベイフォータスおよびシナジスの投与を選択
することが出来る。 
なお、一昨年シーズン（2023-24年）の流行期は 2023年 5月～11月であったが、例えば 2023年 12月～2024
年 3月の間は非流行期であり、この期間での新規投与は同様に「シーズン 0」の扱いとなるため期間中にシナジ
スを投与開始していたとしてもシーズンのカウントには入らない。※詳細は下記の図を参照。 

Ø 非流行期に生まれた児、また 2nd シーズンの投与対象となる児へ適切に投与を行う為に、引き続きリストアッ
プ等を行い確実な投与に繋げる事を推奨する。 
※ベイフォータスとシナジスの 2 剤が使用可能ですが、適応疾患や投与方法が異なるため誤投与のリスクがあ
る。 
日本新生児成育医学会ホームページにリストアップ並びに児がどちらの薬剤を投与可能か判定できる Excel が
ダウンロード可能となっているので、ご活用下さい。（Excelダウンロード先：https://jsnhd.or.jp/doctor/info/anti-
rs-virus_seet.html） 

Ø 日本小児科学会の「ニルセビマブの使用に関するコンセンサスガイドライン」に記載している通り、例え妊婦へ
組換え RS ウイルスワクチンを接種していたとしても、ベイフォータスやシナジスの適応症 10疾患を有する出
生児には、ベイフォータスやシナジスの投与が推奨される。 



 
 

 

 

【図：Season カウントの考え方について】 
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